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私どもが多種多様、千差万別と云っても、

白然界の森羅万象には及びもつかないこと

で、自然界を理解 しようとすると、極めて複

雑で、ややこしいものであることを思い知ら

されます。それにも関わらず、自然科学はこ

のような複雑多様な自然界を理解する道を

開きました。このところは、多品種少量生産

の考察をするのに、自然科学の考え方が参考

にならないだろうかと言うポイントです。自

然科学では、自然界の森羅万象の事物 も、そ

れを構成する要素を突き止め、それに基づい

て系統だった説明を行っています。即ち、物

質については原子を、生物については細胞を

と言ったように、構成要素を分析 しているの

です。私どもの対象 とする多種なもの、多様

なものは、大変複雑に見えても、ほぼ分解で

きるものとなつていることを、アメツカのノ

ーベル経済学賞授賞者であるハバー ト・サ

イモンは、その著「システムの科学」(日本経

済新聞社刊)において述べています。自然界

の森羅万象も各々の根元に原子なり、細胞な

りの構成要素を持ち、それの組合せにより説

明が行われます。そこで、現実の問題として、

多品種少量生産という複雑な問題にも、この自

然界にたいする科学のやり方を適用できないか

と考えることになります。―lAアパレル生産での

構成要素とは何なのでしょうか。縫製作業はど

んな要素の組合せとして構成されているのでし

ようか。この様な問題を解明するだけでも、多

品種少量生産を分かりやすくする効果が生まれ

てくると思われるのです。
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それでは、複雑な事物を対象 として、こ

れを解明するのに、分析が行われるわけで

すが、夕」えば物質を分析 して直ちに原子が

出てくるのではなく、そこには構成要素の

組合わさり方の種々な段階があります。即

ち、物質の場合は、次のような組合せの階

層があると言うことです。
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作ることが出来るように、アパレルのアル

ファベット、つまり、アパレルプロダクシ

ョンの基本要素の分析を通じ、各種、各様

の衣月Rをネ田部にわたって解音Jすることによ

り、生産プロセスに必要なアルファベット

を抽出し、一者の服にたいする科学的エン

ジエヤリングを築き上げてきたのである。J

(R.G VALENTINE“ ガーメントのアル

ファベット
" 1916)

このように多品種 といっても、その構成要

素を押えて、その組合せを考えることによっ

て系統立った進め方が可能となってきます。

そして、アパレルの構成要素なるものがつか

まえられれば、その組合せ方によって、多品

種を発生させることができるというわけです。

デザインにょり、或は生産設計において、

アパレルの構成要素に基き、その組合せに

よって多品種が生み出される時は、この多

品種は管理下の多品種 ということになりま

す。これに反 して、構成要素が不明のまま

多品種生産に向う時これは無管理の多品種

となってしまいます。管理下の多品種では、

それがどんな構成要素により、 ど んな組合

せ方によって発生させられたかが把握され

るのに対 し、無管理の多品種は、結果的多品

種 ということで、どんな要素により、どんな

組合せによって多品種 となっているかが不明

です。和、どもは多品種を管理下の多品種 とす

るように考えたいと思っているわけです。
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次に多品種に対応するための今一つの理

論を引用します。これはシステム論におけ

る多様度制御の法則です (石田武雄著「シス

テム論」 丸善刊)。ここでの多様度という

のは、複雑性を科学的に表現 したものであ

り、そして多様度はいくつもの識別するこ

とのできる要因の数で表わすことができる

ものとされています。この要因数が多くな

るほど多様度は増 し、そして複雑性は一段

と強 くなるというわけです。そして、更に

要因間の結び付きの具合によっても多様度

が増加 します。この要因の結び付きは、前

また、生物系では
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の様な組合せの階層が示されています。

組含せによる多様性の発生

物質の構成要素 としての原 F‐の種類は、

90数種類あることはよく知られています。

その上に組合せの階層によって種類を増や

しており、この様な階層の中に構成要素は

重複して出現することにより、いよいよ多

様1生を増やすことになります。最近バイオ

テクノロジィにおいて重要なタンパク質につ

いてみますと、タンパク質の多様な変種 も

たった20種のアミノ酸の配列の違いから生

じていると言うことです。これは自然界の

物質や生物のみに限 りません。人文の方の

音楽や文学についても、多様性の発生は、

同じ原理に基づいていると言えます。青楽は

i線 譜の上に、オタマジャクシ
ー
を構成要煮

として表現されますが、これも分解すると

=せ||

のようになり、

同様に文章についても、

みのように

ワープロでお目1染

のように分角卒されます。そしてアパレルに

ついても、アメリカのロバー ト・バレンタイ

ンと言う人が、次のように述べているのは、

やはり同じ原理 ということが出来ましょう。
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